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１１月４日（金）シンポジウムプログラム 
  13：00～13：10  オープニング（宮之城轟太鼓） 
  13：10～13：30  開会式〈挨拶〉 
             実行委員会会長、鹿児島県副知事、さつま町長、九州農政局長、 

九州運輸局企画観光部長 

  13：30～15：00  鹿児島県の民泊型教育旅行コーディネート 
              ①県域での受入体制確立  

NPO 法人エコ・リンク・アソシエーション代表理事 下津公一郎氏 

              ②地域資源を生かした取組み 
NPO 法人環丌知火プランニング出水事務所所長 宮田成男氏 

              ③民泊型教育旅行の可能性と課題／フォーラム 
               下津公一郎氏、宮田成男氏、望月陽子氏、幸松伝司氏、東清和氏、 

山下康博氏 

  15：00～15：10  休憩 

  15：10～16：10  プロジェクト GT ～若き挑戦者たち～ 
              ①ムラとマチを繋ぐ「６０種の作物で農業体験」  鬼が島代表 鬼川直也氏 

              ②カンパチで「垂水をデザイニング」   

垂水市漁業協同組合理事 篠原重人氏 

              ③目標は「子どもたちの憧れの職は農業」  

（株）アグリスタイル代表取締役 湯ノ口貴之氏 

              ④直売所から始まる「町づくりと６次産業化」  

蒲生町物産館くすくす館店長 内村昌紀氏 

  16：10～16：40  「九州のムラ元気」近況報告 
              ①北薩摩まるごと体験塾の紹介〈さつま町、出水市、薩摩川内市、伊佐市〉 

              ②九州各県の“元気”報告 

              ③全国グリーン・ツーリズムネットワーク熊本・阿蘇大会の案内 

  16：40～16：45  閉会式〈挨拶〉 
               かごしまグリーン・ツーリズム協議会副会長  

  17：00～19：00  大交流会（B＆G アリーナ） 
 

１１月５日（土）北薩摩まるごと体験塾 
  ◆さつま町／日本一早い！竹の子掘りに挑戦！ 

  ◆出水市／上場高原牛乳でアイスクリーム・チーズ・ピザ作り 

  ◆出水市／手作り体験所で健康こんにゃくづくり 

  ◆薩摩川内市／薩摩の食「地鶏ちゅざら」と「つけあげ」づくり 

  ◆伊佐市／手刈りで伊佐米収穫 

 
主   催／九州グリーン・ツーリズムシンポジウム２０１１実行委員会 

〔構成団体〕かごしまグリーン・ツーリズム協議会、さつま町グリーン・ツーリズム研究会、 

さつま町ツーリズム連絡協議会薩摩川内市グリーン・ツーリズム推進協議会、 

出水市元気再生創出協議会、伊佐地区ツーリズム協議会、 

九州のムラたび応援団、さつま町、出水市、薩摩川内市、伊佐市、鹿児島県 

後   援／九州農政局、九州運輸局、福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、宮崎県、 

南日本新聞社、南日本放送 

協   賛／九州旅客鉄道株式会社、キリンビール株式会社、JA 北さつま、植園酒造合資会社、 

           軸屋酒造株式会社、大口酒造株式会社、大山酒造合名会社、合資会社甲斐商店 
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◆地域資源を生かした取組み 

NPO 法人環不知火プランニング出水事務所所長 宮田成男氏 

 

３年前に出水市から、３年後に出水市に修学旅行を呼び込んで欲しい委託を受けまし 

た。仕事としましては民泊を受け入れるための組織づくりと誘致・営業活動です。この大

きな 2 本柱を現在スタッフ 5 名で運営しております。そして今年、本当に修学旅行が来ま

した。目標としては、「なんとか２校引っ張って来れたら」との思いで頑張ってきましたが、

なんと 7 校、初めて出水市に修学旅行が来ました。たくさん来ていただいたことにも感激

しましたけども、噂には聞いていましたが、離村式では、泣く子どもがいたり、本当に感

激して抱き合う姿があったり、1 泊 2 日の体験でも、地域の方と、子どもさんたちとが温

かい交流ができるんだなあというのを見て、心から取り組

んで良かったと思っています。初めての受入れは神戸の中

学生で 200 人やって来ました。出水の特徴は、出水市内だ

けで農家民泊を受け入れるということで、このとき約 50

軒で受入れをしました。受入農家には、「ようこそ出水民泊」

と染め上げたのぼり旗を配布してあり、これが子どもたち

をまず迎えてくれます。また、出水では民泊に協力いただ

く許可農家に民泊登録証というのを、配布してあります。毎年講習会、安全対策や衛生な

どの講習会を受けた方に毎年更新っていう形で、渡しています。受けられなかった場合は

いったん返していただくという形をとっており、これを玄関先に下げていただいておりま

す。この木製の民泊登録証は地域の方といろいろ連携したいということで出水市内にあり

ます障害者施設、授産施設の方に 1 枚 1 枚作ってもらいまして、現在、120 枚になりまし

た。こういう形で、できるだけ、心を込めた何か目立つものを出すことで喜んでもらおう

と思っています。実はこれを玄関先に出すもう 1 つの目的は、「お客さんが私の家に泊ま

りに来てますよ」と近所の方々にも知ってもらうことです。近所の方々に興味を持っても

らい、また民泊が来とるねえ、というようなことが分かるような、そういう合図でもあり

ます。それと、あと先生方が見回りしたり、緊急の場合に生徒さんの家に駆けつけるとき

に、これを目印にと考えております。今、私が着ているジャンパーも入村式、離村式や見

鹿児島流グリーン・ツーリズムに学ぶ 鹿児島県の民泊型教育旅行コーディネート 
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回りをするときに着ているものでかなり目立つと思います。 

では、ここに辿り着くまでに、どんな取組みをしたかを説明します。まず、どんな魅力づ

くりや特徴づくりをして修学旅行を誘致しようかを考えました。ひとつは出水市内だけで

の受入農家の確保です。現在 110 軒の受入れ農家となりました。そして、「いのち育む学

びの旅」とキャッチフレーズを決め、ターゲットを絞った誘致活動を行う方針を出しまし

た。出来るだけ学校さん、教育機関、またはその後ろの保護者の方々に田舎の暮らしの素

晴らしさと農家さんにしかできない「いのちの話」について理解を促しました。種を蒔き、

小さな種から芽が出、それが育っていきます。こんな、育てる過程の苦労は農家さんしか

語れません。また、牛を育て、ニワトリ育て、木を育てる等の農林漁業とは全て“命”に

関わる仕事だと思います。ですから、その“命”に関わる話を、農家さんたちが尐しでも

分かりやすく伝えられるように勉強会を行いました。子どもたちに「命の尊さ」を考える

きっかけ、感じるきっかけを与えるようなものが出水での教育旅行の最終目標です。その

ために、学校ではできない教育効果というものを農家民泊を通して何か伝えられないか、

説教がましくならない程度に、1 人 1 人の農家さんが語れるようになっていけば、きっと

農家さん方の持っている“思い”が子どもたちに、生きる力なり、考える力なり、いのち

の大切さなりを感じ取ってもらえるんじゃないかと勉強会、学習会、研修会を尐しずつで

すが、やってきております。それが、2 つ目です。そして、3 つ目は、修学旅行として魅

力づくりです。もともと水俣で環境学習。水俣病学習、エコの学習を行っておりましたの

で、出水で泊まって水俣で環境学習しませんかというのが、まず営業の 1 つの方針になり

ました。しかし、遊びの要素が尐ないと言われ、いろいろ調べて回り、人吉の球磨川での

ラフティングという川下りを組み入れ、「出水に泊まって、人吉で遊び、水俣で学び、新幹

線に乗って帰りませんか」や「水俣で環境学習して、出水に泊まって次の日、人吉行って、

その後に霧島や阿蘇に行きませんか」などをセールストークにして営業活動を始めました。

そしてそれは、こちらの狙い以上に評価されたのです。自分たちのところだけで完結させ

るのではなく、自分たちの地域を含めた周りの地域の魅力も発信することが大事で、遠く

から来る人から見れば、出水に行って何をするの？泊まるだけ？では、なかなか来てもら

えません。それを周辺の魅力までセットで提供することで、魅力がアップしたと思います。

さらに新幹線が全線開通するということで、今回来た修学旅行かなりの学校が片道どちら

か新幹線を使っていました。結論として民泊型教育旅行の誘致のカギは、『受入農家さんの

魅力づくりと、自分たちの町と周辺地域の魅力は何かを突き詰め、伝える努力をすること』
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です。 

今、海外からの教育旅行受入の営業活動もしていますが、海外ですと、九州に行ったら何

ができますかって聞かれます。こんな時、九州に来たら、こんな体験ができますとお話す

ると、かなり興味を持ってくれます。外国から見たら、日本全体の中の九州の出水なんて、

ほとんど知らないような場所ですが、福岡に降りて、出水に着くまでの間に、こんなに楽

しめますよと提案できることが大事だと思います。 

それでは締めにしていきたいと思います。１年目・２年目はとにかく農家さんに経験を積

んでもらうことが大事です。1 年目からは修学旅行は来ませんので、地元の小中高校生を

モニターとして受入れ、「いのちの話」を話する練習や体験プログラムづくりや民泊体験な

どを行いスキルアップを図ることです。来年も、ありがたいことにすでに 10 校の修学旅

行が決まっており、現在 1,900 人ほど予約が入っております。それ以外にも今、シンガポ

ールのほうから何校か、来年、出水に泊まりたいと問い合わせが来ています。何はともあ

れ、田舎の農家の方が元気になる、都会の子どもたちが元気になる、そして、自分たちの

町にお金が落ちる、こういう仕組みづくりを進めていくためにも、この農家民泊は大変魅

力的だと思います。これからも頑張っていきたいと思います。  

 

 

◆県域での受入れ体制確立 

NPO 法人エコ・リンク・アソシエーション代表理事 下津公一郎氏 

 

県域の受入れ体制の確立ということで、今現在の鹿児島の状況を説明したいと思います。

平成 16 年に南薩の 4 つの町で受け入れを始め、それが薩摩川内市、垂水市、鹿児島市と

拡大し、今年からは、いちき串木野、さつま町、伊佐市、鹿屋市で受入体制が整いました。

さらに、今年度末までには志布志町、曽於市、大崎町でも協議会が設立される予定です。

受入学校数は平成 16 年に 2 校から始まり、平成 23 年は 38 校になっております。受入れ

生徒数は平成 16 年が 360 人で平成 23 年は 1 万 300 人を受け入れる予定です。受入地域

は平成 22 年度までは関西、関東が同じぐらいでしたが九州新幹線全線開業の効果で 23 年

度から 24 年度は関西と中国地方がかなり増えまして、既に 45 校ぐらいの学校から受入れ

予約がきております。鹿児島県の教育旅行受入れが他地域と違う点は、受入家庭が生徒と

対面して、帰るまで、ずっといっしょに行動をすることで、そういう流れが非常に珍しい
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と言われております。私たちの住む鹿児島県には海もあり、山もあり、農林漁業が盛んで

す。それらをふんだんに盛り込んだ多彩な体験プログラムで高校生や中学生たちをお迎え

し、受入家庭のお父さんお母さんたちは、生徒たちを自分の子どもや孫と同じよう、みん

な一緒の家族と思い、家族のぬくもりを提供しようと頑張っております。  

今、当 NPO 法人では、教育旅行受入れのノウハウ移転の事業をおこなっています。こ

れは経済産業省の事業で、2 年間で北薩、姶良・霧島、大隅、種子島・奄美、に移してい

こうというものです。これに薩摩半島の６エリアで各 1 万人ずつ受入れ、合計 6 万人とい

う目標を立てました。しかし、これは目標であって、なかなか時間がかかりそうな気がし

ます。だから、まず、本土側で薩摩半島、大隅半島、北薩、の 3 ブロックで各 2 万人、合

計 6 万人というものを鹿児島は目指していきたいと思います。追い風の情報としては平成

25 年に修学旅行の集約列車運行が決まり、旅行代金がその列車を使うと半額で済むという

ことです。これを機に平成 25 年からは鹿児島を希望する学校や旅行会社が増えるのは必

至です。だから、その時への準備として県全域での受入れ体制を整えることが必要なので

す。これに並行して体験プログラムの開発に取り組むことも重要です。年間 6 万人の受け

入れのという大きな目標に向かって頑張りましょう。もう一つ大事な事として、大人も楽

しめるグリーン・ツーリズム人口を増やすことがあります。鹿児島県の場合は教育旅行受

入れから始まりましたが、グリーン・ツーリズムの楽しさ、面白さを今度は大人の方々に

も知ってもらうためには農林漁家民宿の拡大が必要です。現在、昨年発足したかごしまグ

リーン・ツーリズム協議会が農林漁家民宿の普及活動を県内各地で行っております。今後

の鹿児島県でのグリーン・ツーリズムの方向は教育旅行受入れだけではなく、大人の誘客

と地産地消の拠点となる農産物直売所や農家レストランの普及拡大にあります。これは私

の 1 人の力では大きなこともできません。だけど、かごしまグリーン・ツーリズム協議会

ができました。そこには多くの方々が加入しておりますので県域のネットワークを活用し

て、鹿児島の農業改革ができたらいいなと考えております。 
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◆民泊型教育旅行の可能性と課題 

NPO 法人エコ・リンク・アソシエーション代表理事 下津公一郎氏  

NPO 法人環不知火プランニング出水事務所所長 宮田成男氏 

大分県グリーン・ツーリズム協議会事務局長 望月陽子氏 

さがグリーン・ツーリズム研究会副会長 幸松伝司氏 

薩摩川内市グリーン・ツーリズム推進協議会 東清和氏 

かごしまグリーン・ツーリズム協議会副会長 山下康博氏 

かごしまグリーン・ツーリズム協議会研究員 東川隆太郎氏  

 

望月氏：今、鹿児島のお話を聞きながら、鹿児島は

すごいなと思うんですが。大分県はちゃんとした農

家民宿の許可がなければ受け入れをすることができ

ません。今、ここの鹿児島のお話を聞きますと、登

録票をもらえば受け入れができるということで、そ

れならいいなと思います。大分県が初めて簡易宿所

の許可をいただいて、全国、もちろん九州にも広がりましたけれども、それがネックにな

っているのかどうか分かりませんが、許可が無いと受け入れができないんです。先日、300

人の教育旅行受入れのときに、59 軒で対応しましたが、諸事情で受入れができなかった農

家がかなりいて、予備の受入農家がいないという状態で、皆さん健康に注意しながら、な

んとか無事に終了できました。。この許可制というのが、今、大分県ではとても大きなネッ

クになっておりますので、鹿児島県は何か登録票をもらうと受け入れできるからいいなあ、

と思いました。 

 

東川氏：続きまして、佐賀のグリーン・ツーリズム研究会の副会長であります幸松さんの

ほうに、佐賀の取り組みについての課題についてお話をしていただけたらなと思います。  

 

幸松氏：佐賀県は、原発はプルサーマルで、非常に先

進地なんですけども、グリーン・ツーリズムは残念な

がらちょっと後追いで、今、追っかけている状態でご

ざいます。今、望月さんのお話にもありましたが、私
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たちにも問題になっているのが、その簡易宿所の取扱いという 1 つの大きな課題がござい

ます。実は、今年 10 月に簡易宿所の県の条例が規制緩和をいただきました。それは、農

林漁業者に限って、5 名まではトイレは 1 つでいいですよと。それで、あと、泊めるとき

は男の人だけ 5 人、女の人だけ 5 人というふうにしてください。そうすると、簡易宿所の

営業許可の申請ができますという、規制緩和をしていただきました。今、唐津、それから

鹿島、そして伊万里など、県内でもグリーン・ツーリズムが尐しずつ活気づいてきており

ますけども、この佐賀はグリーン・ツーリズム後進県でしたので、そういった条例に対す

る関心が無かったのです。ようやく今、こういった活動を進めていく中で、この簡易宿所

の問題にぶつかってきました。この規制緩和については知事とお話しする機会があって、

そのとき直訴をいたしました。佐賀のグリーン・ツーリズムは後れを取っているから、な

んとか規制緩和をいただけませんかと。知事も分かった、ということで、さっきのような

規制緩和となりました。その中で、1 つ今問題になっているのは、地域の中で、今までグ

リーン・ツーリズム活動を積極的に実践していた人の中で、農林漁業者じゃない方がいて、

簡易宿所の営業許可の申請ができないっていう問題が出てきております。だから、これを

どうクリアしていくかが、1 つの大きな課題ですね。規制緩和になったばかりなので、そ

こまで拡大してやってくださいよ、とはなかなか言えない。当研究会としては、農林漁業

者ではないが地域活動やグリーン・ツーリズム活動を積極的に実践している人には、同等

の扱いができないだろうかと考えています。それと、先ほど宮田さんや下津さんのお話に

もあったように、どういうふうにしたら、ああいうふうに伸びていくのかを、教えていた

だきたいと思います。  

 

東川氏：規制緩和も含めて、尐しずつ佐賀のほうが歩み出してるという、そういうご報告

でした。ただ、やはり鹿児島県も含めて、九州それぞれの県に、事情があり、それぞれの

統一した制度があるわけではないんですね。だから、それぞれ県の中でも、いろいろ議論

することが必要です。その中で、なぜ鹿児島でこれだけたくさん拡がってきたんですか、

については、また後から、宮田さんと下津さんに話を聞きたいと思います。次は、今回の

シンポジウムの受入れをしていただきました 2 つの地域の方に、お話をいただこうかと思

います。まず最初は、薩摩川内市グリーン・ツーリズム推進協議会会長の東さんに課題も

含めて、受入れをされての感想などをお話ししていただけたらと思います。  
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東氏：本業はいちご農園を営んでいます。教育旅行受

入れに携わり、今年で 4 年目を迎え、薩摩川内市では

5 クラスを常時受け入れる体制を作っています。過去

の苦労でいうと、新型インフルエンザなどがあったと

きに、結構辞退者も出まして。生徒が来る前日まで受

入れ家庭の調整をしたことや口蹄疫があったりして今に至っております。自分たちが楽し

まないと生徒には伝わらないというのを基本に持ちながら、スキルアップに努めていると

こです。 

 

東川氏：次は、かごしまグリーン・ツーリズム協議会副会長でさつま町グリーン・ツーリ

ズム研究会会長の山下さんです。さつま町は、民泊だけではなくて農家民宿という形で、

大人に対してもちゃんと宿泊環境を整え、来ていただいた方に体験メニューをしっかりと

提供しているという、そういう活動を鹿児島では先駆的にされております。そういった活

動の先駆者でもあります山下さんに、課題も含めてお話をしていただきたいと思います。 

 

山下氏：平成 19 年からさつま町グリーン・ツーリズ

ム研究会を始めまして、今 4 年目です。当初は、たっ

た 2、3 軒の農家民宿の登録だったわけですけれども、

現在、許可が出てるのは 9 軒、申請中が 3 軒、準備中

が 4 軒となっており、ここ 1 年の間に、15 軒を越すか

なというところです。当研究会の活動目的は、自分たちの農林漁業のスキルアップと、交

流を通して若干の収入を得ようという、そういう発想で今やっております。農家民宿を始

めようという方へのアドバイスとしては農家民宿を始めたからといって、いっぺんにお客

さんが増えたりなどしません。また、家庭の中に、全くの他人の方が入ってこられるとい

う、今までわれわれ農業者があまり体験していないことをやるわけですから、どうしても

旦那さん又は奥さんの理解がないと、なかなか進まないように思います。今後とも、一生

懸命農家民宿を増やす努力をしてまいりたいと思っております  

 

東川氏：まさに民泊を広げていくためには、地域の理解とか、地域の行政の理解だけじゃ

なくて、一番根底にある家族の理解というのがすごく大事ということですね。旦那さんば
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かりが一生懸命になっても、やはり料理を作ったりとか、その受入れをしていただく奥さ

んの気持ちも大事ということです。それでは、皆さま方のお話を受ける形で進行します。

先ほど幸松さんのほうからありました、どうして鹿児島のほうはこんなにたくさん増えた

んですか、ということも含めて、先ほどお話をしていただきましたお二人にコメントいた

だきたいなと思います。まずは出水の宮田さんのほうからお願いいたします。  

 

宮田氏：出水には、今、110 軒登録農家がありますが。農家さんの確保については、市の

観光交流課が中心となり、掘り起こしをしていただいております。また、出水市の市報の

1 面トップに農家民泊の特集をこの 2 年間で 2 回掲載し、その都度「農家民泊をしません

か」と呼びかけを行い、市民、町全体で農家民泊を推進して、町を元気にしようという、

ムードが結構影響してると思います。あとは 1 軒 1 軒、世話役農家さんを中心にして紹介

をいただきまして、1 軒 1 軒回ってお願いしています。10 軒回ってほとんど断られたって

こともあります。受入農家を確保していくのはとても大変なんですが、一度経験された方

が楽しかったっていう話聞くと、それなら、やってみよう、というのが一番多いんじゃな

いかと思います。今のところ、こつこつやっていくしか、特に良い方法はないと思います

が、行政が全面的に、農家民泊普及に取り組んでいるっていうのは大きいと思います。先

ほど映像に出ましたけが入村式と離村式のどちらかにほとんど挨拶に市長が来ます。市長

が来ないときは副市長、または教育長が必ず来て挨拶をしてくれます。観光協会の会長、

副会長も来まして、旗を持って、こういう法被を着て、受け入れの機運を作っております

ので、それは出水の特徴じゃないかなと思っております  

 

東川氏：行政とのいい感じの連携というのがすごく大事ということですね。事務局として

は民間の動きやすい組織が動くというの大事なんですけど、バックアップや肝心なところ

で行政の方がいい感じで入ってきてくれるのが、すごく大事なんじゃないかなと思います。

下津さん、お願いいたします。  

 

下津氏：一番は、農家の方たちが熱心であるということですね。一番その民泊をやった人

たちが熱心に勧誘をやること。それと、町によっては行政が音頭をとって増やすこともや

っています。そういったところは、受入家庭が増えてるわけです。ただ、町によって行政

の温度差があります。  
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東川氏：町によって事情が変わりますので、その町々の事情をしっかり分かった上で、そ

れぞれの戦略を持って、広げ方を考えていくってことも大事なんじゃないかなと思います。

最後に、ひと言ずつ、こういう民泊型教育旅行というのは、経済的な効果だけではなくて、

先ほどからいろいろ議論がありますように、地域づくりの部分も大きいんじゃないかなと

思います。そういう数字に表れないような効果がすごく大きかったりするんですけど、そ

の地域づくりという観点から、考えや感想でもいいと思いますけど、地域づくりに生かし

ていく、そういうことについてコメントいただきたいと思います。じゃ、まず、望月さん

からお願いします。  

 

望月氏：一番大事なのは、事務局だと思います。事務局あってこそ民泊ありと、そう思い

ます。修学旅行の学校との電話のやり取り、資料の送付、受け答え、苦情処理、それから

金銭支払い等を一手にコーディネートするのが事務局です。それをボランティアや NPO

でやるとしたら、これから大変だと思うんです。そんな事務局が、あちらこちらの地域で

増えているけど、事務局運営をどうしてるんだろうかというのが、私は一番の心配です。

事務局がしっかりあってこそ、私たちも地域も安心して受入れができる。何かの苦情は事

務局に言える。そして学校を通して連絡ができる。今、安心院は体制がきちっとできてお

りますから、安心して私たちは受けておりますが、九州全体がほんとにきちっとした事務

局体制を持って進んでいかなければ、私はどこかでコトンと転がったら、これは九州のグ

リーン・ツーリズムは駄目よと言われかねないなと思うんです。増やすのもいいですけど、

私は事務局がどこかできちんとできる、それぞれの地域でできる体制ができないかなと思

っています。行政の補助はありません。しかし、どうかしなければ、と思うんですけど、

そこら辺が難しいところです。心配しています。  

 

東川氏：幸松さん、お願いします。  

 

幸松氏：私の集落は 55 世帯・200 人ちょっとで、高齢化率が 35%強です。ここに賑わい

をもたらすものは、グリーン・ツーリズムによって子どもたちが来て、そして賑やかな声

が聞こえる集落になることです。グリーン・ツーリズムはお金を生むものでしょうけども、

そういった声が響き渡ることが大きな活性化じゃないかなと私は思うんです。だから地域
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にとっては、グリーン・ツーリズムがほんとに大事なものだと思いますし、そしてまた、

お年寄りにも元気も与えるような素晴らしい効果を持っていますので、これからもどんど

ん、ばりばりやっていきたいと思います。  

 

東川氏：東さん、お願いします。  

 

東氏：ようやく地域の方々にグリーン・ツーリズムが認知されてきたかなという感じを受

けています、それから、事務局に関しては、行政で受け持っていただいて、非常に助かっ

ているんですが。担当が 1 年交代ですので、われわれが自主性を持ってやらんといかんな、

という自覚が生まれてきていると思っています。薩摩川内市には甑島という風光明媚なと

ころがありますが、そこがようやく、グリーン・ツーリズムに取り組もうかとしておりま

す。連携をしながら、一緒にやっていけたらいいかなと思っています。 

 

東川氏：山下さん、お願いします。  

 

山下氏：さつま町には、川内川があり、紫尾山という山もあり、そういった自然環境に非

常によく恵まれています。それに生産物も非常に種類が多くて豊富です。そういう意味で、

いろんなわれわれの基盤を基にした体験を、うまく組み合わした形で、ちょっとレベルア

ップしていこうと思っております。やはり、地域との関わりが、生きがいだったり、ある

いは環境の保全だったりするわけです。だから、そういうものを取り入れた形で、グリー

ン・ツーリズム活動というのを向上させていきたい。また、先ほども言ったように、数を

増やしたり、あるいは、先ほどちょっと、出ましたが、事務局という中心になるところを

充実させていくことが大事だと思います。  

 

東川氏：今お話がありましたように、今後、活動を持続するためには、事務局の機能がす

ごく大事だと思います。継続していくためには、そういった受け入れ窓口の確保とちゃん

と機能することが大事というお話もありました。また、体験メニューなどもテーマを持っ

て、また、今までとはまた違ったこれまで以上のものにレベルアップを図っていかないと

いけないと。また、その中でも、それぞれの地域を巻き込んでいかないといけないと。い

ろんな話があったんじゃないかなと思います。 
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◆マチとムラを繋ぐ「60 種類の作物で農業体験」 

鬼が島代表 鬼川直也氏 

 

 えびの市から来ました。私は、3 つの大きなグリーン・ツーリズムの団体に属しており

ます。ひとつは、「宮崎グリーン・ツーリズムネットワーク交流会」で、宮崎県県域での

交流会になっています。今日はそこの人たちもいっぱい来てると思います。恥ずかしくて

手を挙げてなかったと思います。もう 1 つは、宮崎

県を 7 つのブロックに分けたその中の 1 つで、えび

の市、小林市、高原町、をあわせた「北霧島田舎物

語協議会」という会です。ここはなんと、平成 25

年 5 月か 6 月のどちらかに、奈良県と兵庫県から 1

校ずつ、修学旅行受け入れが決定いたしました。こ

れは宮崎県で初めてだと思います。しかし、決まったけれども今年度で協議会事務局がな

くなってしまいます。今、どうしようかっていうような状況になっております。それとも

う 1 つが、えびの市の「グリーンネットえびの学舎」で、企業研修の誘致を頑張っていま

す。今月も 27 日に 50 名ぐらいの企業の方が来ました。そこの人たちに食農教育。農業体

験を中心にリフレッシュしてもらい、企業研修の場や会議の場としても提供しています。

もう 1 つ、約 60 種類の作物を栽培する我が舗場で体験農場の「鬼が島」です。今、見て

もらってる画（プロジェクター）は、長崎のソーラーパネル設計施工をしている会社の社

員さんの農業体験風景で、今年の 5 月頃に行ったフカねぎを定植する作業です。これをず

うっとやるんです。ほんのおさわり程度じゃない。ずうっとやるんです。もう忘れられな

いぐらい。もう手もねぎの匂いでいっぱいになるぐらい、やってもらいました。次の写真

は、モモの袋掛けの体験のものです。今、機械もありますが手作業でやってもらってます。

話は変わりますが、以前、私は JA えびの市青年部の部長をしてました。私たちは JA え

びの市青年部とか全国の青年部っていうのは、結構、食農教育ってさせてもらってるんで

す。その中で、大きな目標を立ててます。これは今でも変わりなく、「消費者を変える」

というものです。グリーン・ツーリズムは、ただ単にグリーン・ツーリズムをやることが

目的じゃなく、食農教育をやることが目的じゃなく、食農教育とかグリーン・ツーリズム

鹿児島流グリーン・ツーリズムに学ぶ プロジェクトＧＴ ～若き挑戦者たち～ 
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を手段として消費者を変えたいんですというのが、私自身とか私たちの大きな目標にして

ます。これね、すごくありそうでないんです。これ九州農政局の方に言ったら、消費者様

に何を言ってるんだって感じなんですけれども。要は、今まで農家は、消費者のニーズを

追ってくださいよ。消費者の人が買いやすいようになんか作ってくださいよって、そっち

ばっかりだったので、ずうっとやってきて、じゃあ、農業良くなったか。全然、良くなっ

てないじゃないですか。もうそろそろ、消費者ニーズを追うのはやめましょう。これから

は消費者を育てないといけない、こっちから提案していかなければいけないのということ

で、その手段がグリーン・ツーリズムです。皆さんもぜひ、グリーン・ツーリズムを手段

にして欲しいというお話です。私たちはグリーン・ツーリズムを手段として消費者を変え

ます。その大きな理由が何かと言うと、以前、小学生から田植え学習教育の感想文、お礼

文の手紙を読んだ時に思いました。その内容は「農業の大変さがよくわかりました。だか

ら私は、お米をいっぱいおかわりして、いっぱい食べたいと思います」というようなもの

です。裏を返せば、「おまえたち農業者は、尐し経営が大変やから、俺がもうちょっと米

食を食べて、おまえたちの助けになるわい」って上から目線なんですよね。僕たちは、ほ

んとに農家の皆さんに、そんなことじゃない。もう上から目線のこの眼差しを変えていか

にゃいかん。そして、それを変えていくには「消費者の食に対する考えを変える」しかな

いと思いました。そしたら、エンターテイメント性や消費者の心を掴むような言葉を農家

の人にも必要と考えました。この田んぼにはマグサン塩素をまずふって、それから米づく

り 1 号を 1 俵か 2 俵やった。そんな話はばっちりできるけど、そんなのでも消費者の人た

ち、普通の都会から来た子どもたちは、わかってるよう顔をするだけで、何もわかっちょ

らんわけですよ。そんな言葉は消費者には届いても響かないちゅうことですよ。私は消費

者の心を掴む言葉を持ち合わせてなかったちゅうのに、気づいたんですね。結論は、食と

農を結び、農への理解促進を促し、消費者を変えることであるということです。これは、

今私たちが企業研修にやっている 1 つの大きな目標です。もう一つの大きな目標は、来て

くれた人に満足感を与えることで、個人個人に食改善の指導をやっています。献立を指導

する栄養士さんには、えびのの農作物をたくさん使うよう指導してもらっています。 
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◆カンパチで「垂水をデザイニング」 

                    垂水市漁業協同組合理事 篠原重人氏 

  

一昨年、鹿児島県からありがたくも、漁業士の資

格をいただき、県の水産振興課の方から漁業振興の

ために PR ビデオを制作したい旨、相談をされ、当

初は、餌やりと出荷風景撮らせてくださいだったん

ですが、垂水でしか撮れない画を撮ってほしいって

とのことで、某民放局のスケジュールに無理やり漁

師がいちゃもんつけまして。最初は県の方々も、ものすごく心配されてたんですが、餌や

りじゃなく、修学旅行の画を撮ってくださいって漁師が言い出したり。ものすごく心配さ

れてたんですが、できあがったのが、今、見ていただいたこの作品です。某民放局のサイ

トでも配信しております。漁師 9 年生なんですけれど、以前いた東京の飲み屋の姉ちゃん

方には大受けでした。漁師ってこんなこともされるんですねって。遠方の方々にも幅広く

見ていただきました。そればっかりで終わらないのが垂水市漁業協同組合のいいところで

垂水市役所にお願いをし、費用を出してくださいって頼み込んで、市役所の観光課、水産

課の方々には大変お世話になり、垂水市の観光誘致、民泊誘致のために DVD を製作いた

しました。私がプロデュース、ディレクション、脚本、絵コンテ作りなど、VTR 製作全面

を手掛けさせてもらいました。垂水市漁協は漁獲低迷や、原油価格高騰のなどの影響を受

け、大変な負債を抱えております。3 年前より、共販会の後押しもあり組合の理事に就任

させていただき、組合経営に携わってきました。この改善計画の窮地を打破するためには、

経理的に外部収入の増加が必至です。そのためにも今までにない分野、ご覧になっていた

だいた漁業体験、体験型観光を打ち出しました。2 年ほど前から県の観光課の方々と一緒

に、誘致活動を行い、去年数校だった漁業体験も今年は 10 校、延べ人数 1900 人と増え、

組合の外部収入にはなくてはならない分野となりました。それと並行し、ブルー・ツーリ

ズム民泊を打ち出し、関係各位の皆さま方のお陰で、今年 6 校の誘致が実現。市役所の観

光課の調べによりますと、前半 3 校の民泊があったんですが、その際の垂水市への経済効

果が 1900 万円ほどになったそうです。垂水市の財政難、人口減尐、過疎化では全国 2 位

にまでなったほどですから、外部収入の増加という目的が垂水市と漁協でリンクした結果

だと思われます。今後、交流人口を増やすには不可欠な観光事業、ブルー・ツーリズム、



16 

わが家もそうなんですが、借金ばかりの養殖経営、なんとか副収入として、民泊を営み外

貨を稼ぎ自分の給料ぐらいは稼げ、負担軽減になればと思っております。日本全国、他に

類をみない、①ブルー・ツーリズム。②体験型観光、カンパチ餌やり体験。③かんぱち祭

りの 3 本柱を立てで、外部収入の増加を念頭に、組合に観光課が立ち上げました。垂水市

には魅力ある素材はたくさんあります。その素材を生かし、世に情報を発信するプレゼン

テーションをする、おこがましい言い方かもしれませんが、垂水市の素材を魅力ある商品

にクリエイトできればと思っております。デザイナーの頃、戦々恐々とする百貨店の販促

業務の折り、デザイナー、デザインできて当たり前。では、いかに差別化を持った戦略を

持ち付加価値を提案できるか。今、第一次産業の漁業を営み、漁師、養殖できて当たり前。

会社経営できて当たり前。ではいかにして差別化を持った戦略が図れるか。問題は山積し

ておるのですが、養殖業者 51 業者が一丸となってプロジェクトに挑みます。漁業体験も

そうですが、1 人の力ではどうしょうもならないことを、養殖業者一丸となって、同じ方

向を向くという姿勢が問われる、だからこそブルー・ツーリズムや漁業体験が垂水だから

こそできるんだと思います。10 年ほど前、新宿高島屋の有名なクリスマスイルミネーショ

ン製作を手掛けました。できあがったイルミネーション作品の前で、寒空の下、カップル

がきれいだねって、ものすごく幸せそうな笑顔で写メを撮っていました。その時、人に幸

せを差し上げることができたと実感しました。デザイナー冥利につきました。今、民泊を

した子どもたちが美味しいって、満面の笑みでカンパチをたらふく食べ、わが船で桜島を

バックに写メを撮って帰ります。彼らはものすごく幸せそうに、親にも食べさせたいって

言ってくれます。漁師冥利につきる瞬間です。生徒方には必ず言います。学校で、下級生

に鹿児島に行ったらカンパチ食い放題、黒豚食い放題、絶対鹿児島に行かないと損をする

と。鹿児島のブルー・ツーリズム最高。垂水最高って言いなさいって、洗脳しています。

この民泊をした生徒たちが、口コミによる宣伝をしてくれるように、口コミによる宣伝効

果は絶大なものがありますんで、洗脳し続けます。そして、この民泊をしてくださった生

徒たちは、数年後大切な、垂水カンパチ海の桜勘のお客様になってくださいます。そのた

めに今、したたかに、顧客リストを作成中です。 
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◆目標は「子どもたちの憧れの食は農業」 

（株）アグリスタイル代表取締役 湯ノ口貴之氏 

 

私は、平成 11 年に農業を始めました。まず、農

業を始めるにあたり 2 つ目標を立てまして、一つは

自分の農産物で加工品を作りたいということと、あ

とは、農業を子どもたちのあこがれの職業にしたい

ということです。最初の目標は平成 21 年に「アグ

リスタイル」を設立し、同時に「かえるの学校」と

いう食育をする場所を作りました。そのあとに、「いぶすきマルシェ」という農業者、畜産

者、水産業、雑貨、指宿に市内にある飲食店の方々が一同に会してのマルシェ、市場です

ね、そういったのをやっております。次に、現在取り組んでるのは、グリーン・ツーリズ

ムネットワークの構築で、なんとか指宿でグリーン・ツーリズムが推進していけないかな

あと思っています。最後に、この子どもたちのあこがれの職業は農業ってことなんですけ

れども、後でお話をします。このなかで今、現在行っている「いぶすきマルシェ」は、始

めた理由が、地産地消を謳う私たち農業者が、地産地消をしてもらえるような取り組みを

してないんじゃないかと思い、いつでもどこでも買えるような市場ができればいいと考え

たからです。1 年に 2 回、指宿市の提案公募型補助事業というのを活用させてもらい、事

業費は 10 万円で、させてもらってます。水産物はなかなか遠方では販売できないので、

漁港でマルシェを開催してます。そこに農産物、雑貨品などを集め、私たちが、そこで販

売します。私は「アグリスタイル」を設立する前、農業宣伝クラブに在籍してました。そ

こで食育の活動をやっていましたが、どうしてもスタートラインが違ったりとか、個々の

経営があったりとかで、参加する人数がバラバラだったりとかで足並みが揃わないので自

分で食育や、グリーン・ツーリズム体験の事業化をもとめて「アグリスタイル」という農

業生産法人を作りました。売り上げがありすぎて、農業生産法人にしたわけではなくて、

自分がやりたいことを農業生産法人という枠組みを作って、何かできないかという思いで

始めたのです。同時期に作った「かえるの学校」は、妻の実家が、とても自然にあふれた

場所にあり、そこを改装をし、ピザ窯やかまどを新たに作りました。現在そこで、クモは

どうして餌を捕まえるとか、餌は逃げられないのに、なんでクモは逃げれるのかとか、パ

フォーマンスをいろいろ考えて、子どもたちにその体験場で、オクラ農地体験とか、あと
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ピザ作り体験とか、そういったことをさせてもらってます。「いぶすきマルシェ」と、この

食育と、あと今やってるグリーン・ツーリズムの体験なんですけれども、私が 6 次産業に

取り組むときに、周りに実践している人がいなくて、2 年前に人吉のグリーン・ツーリズ

ムのシンポジウムに参加したとき、皆さんが地域で連携してやってるのを見て、私も地域

でいろいろネットワークを作りたいと思いました。やはり一緒にやる仲間ができればいい

と思いまして、現在、勉強させてもらっています。ただ、幸か不幸か、指宿はグリーン・

ツーリズムへの取り組みが遅れているような状況です。というのも、農産物も観光もそれ

一本でやっていけるからという、すごく恵まれた環境にあるので、なかなかそこの部分に

対して皆さんの目を向けるのが難しい部分があります。でも、僕が農業者に誘ったときに

言われた言葉が、「儲からないよ」と言われました。だったら、儲かるまでは行かないまで

も、ちゃんと事業としてやっていけるんだよというのを示せるように、今現在、農業生産

法人にして、食育も、「いぶすきマルシェ」という青空市と、あとはグリーン・ツーリズム

のネットワークを構築して、この真ん中に、「アグリスタイル」や私だけじゃなくてここに

個人の農家が入っても大丈夫なような、そのネットワーク作りをしたくて、今現在、いろ

んな方にお知恵をいただきながらさせてもらってます。で、私の最終的な目標は子どもた

ちにあこがれの職業が農業になってもらえるようなことが目標なんです。今現在、農業を

やっていて、人には、いいねえ、農業やっていて、かっこいいねって言われるんですけど、

もしその人、自分のお子さんをお嫁さんに行かせますかって聞いたら、必ずあまりいい顔

されないですね。のちのちグリーン・ツーリズムとか、食育とかそういったことを農業の

1 つの事業として確立できれば、子どもたちの憧れの職業と思ってもらえたりとか、そう

いう娘さんを持った親御さんも、おお、行け行けって言ってもらえるような産業になるの

かなと思いまして、今、現在頑張っています。今日、一番最初に農政局長の言葉の中にも

ありました、どういった形でグリーン・ツーリズムを取り組んでいきたいかということな

んですけど、私や私の親世代も含めて、自然教育をあまり受けてきてない、当たり前にあ

った環境なので。今の子どもたちは、そういった部分に触れる機会が尐ないので、そうい

った子どもたちを育てる上でも、グリーン・ツーリズムや、食育というのは必要だと思い

ます。そういったスタンスで今現在、取り組んでいます。 

最後に、食育をしている上で、私たちに体験料を支払ってくる親を持った子どもは、まだ

いいんですが、一番ほんとはしなければならないのは、そういった親を持たない子どもに

対して、食育や農業体験とかそういったことをしてあげないといけないと思います。しか
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し、自分たちには限界があり、幼稚園以下は、つく人数が多く必要になり、そういった問

題点もありますので。この部分に関してはやっぱり行政とうまく連携しながら、学校、幼

稚園、保育園単位でそういった食育の活動はしていかないといけないのかなあというふう

に感じてます。今現在、私が作ってる作物は、オクラ、ソラマメ、スナップエンドウなん

ですが、そろそろスナップエンドウとソラマメの収穫が始まりますので、皆さん買ってく

ださい。 

 

◆直売所から始まる「町づくりと 6 次産業化」 

蒲生町物産館くすくす館店長 内村昌紀氏 

 

くすくす館は平成 15 年の 4 月にオープンしまし

たが、実は私、前職は大型電気店の工事とか配達を

する仕事をしており、全く農業とは縁のない仕事を

していました。オープンの 1 ヵ月前に採用が決まり、

1 ヵ月でバタバタと準備しオープンをしました。 

実際、お店を動かしていきますと、残念ながら売れ

残るお野菜というものが出てきます。旬のものが重なって残ってしまうというものもあり

まして、なんとかならないかということで、加工商品に加工することで、残りをゼロにで

きないかと、いろいろ取り組んでおります。また、くすくす館には、お店の商品を販売す

るスペースだけでなくって、おじいちゃん、おばあちゃん、もしくは買い物された方がゆ

っくりお茶を飲んでいただけるスペースを設けています。そこでは、お茶がタダで飲め、

いろいろな展示物の掲示をしたりとか、公民館教室の作品の発表をしたりとか、子どもた

ちの書画、それから絵画、そういったものを発表するスペースにしています。そこで、今

度は異業種交流の場にできないかということで考えております。たとえばラーメン屋さん

や焼きそば屋さんが、催事に来てそこで食事ができたり、いろいろな業種の方が交流して

いける広場になればと思っております。現在、私は野菜ソムリエの資格を取得しています

が、その経緯は、当時のくすくす館の 2 名の女性役員さんが、どういう資格で、どういう

費用が掛かって、どういう手順で取ればいいのか調べて欲しいということで調べておりま

した。で、こういうふうですよと説明したら、あなたも取りなさいとなり、取ったという

のが正直なところです。その野菜ソムリエの取得に合わせて、くすくす館の入り口のとこ
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ろに台やガスコンロ、まな板、包丁、調理器具を持ちこみまして、月に一度、第 3 土曜日

の鹿児島いきいき食の日に合わせて、旬の野菜等を使って料理を作り、その試食とレシピ

をお配りして、なるべく旬野菜が残らないような工夫も行っております。また、規格外野

菜をオリジナルスイーツにつなげていきたいということで、実は昨年、姶良地域振興局の

ほうで特産品コンクールがありまして、そこに玄米ババロアっていうのを出しました。こ

れはスイーツを作ってくれる組合会員さんがいまして、アイデアだけを投げて技術的なも

のはその方が全部作ってくださったんですけど、それで、賞をいただきまして、爆発的に

売れるようになりました。今年の 4 月 4 日から、実はインターネットで、当館ホームペー

ジからお買い物ができるような仕組みを作りました。東日本では大変な震災がありました

が、それに合わせるように、東京、神奈川、埼玉などからお野菜を中心に送って欲しいと

いう注文が毎日のようにきております。いままで、くすくす館のお話をさせていただきま

したが、姶良地域内の各市町村には直売所がたくさんあり、お互いライバルのような関係

だったんですが、そこをネットワーク化し、協議会を作りまして運営をしております。平

成 18 年の 12 月 13 日に姶良地域の直売所協議会で、「ネットワーク鹿児島中央」というも

のが立ち上がっております。私は設立時から参加させていただき、私が一番年歳が下なん

で、会長はお前がせえということで現在に至っております。活動としては鹿児島中央駅を

発着にしたバスツアーを企画し、各直売所を回りました。昼食は霧島食育研究会の千葉さ

んのところにお願いをして、ピザ作りをしました。また帰りには、直売所に寄って帰りま

した。小さな直売所をなかなか知っていただく機会がないので、そういった周知を兼ねた

バスツアーを計画して集客増に繋がる企画を練っております。実は、明日は国分の物産館

「じょうもん市場」さんを会場に、姶良地域の直売所が集まって合同販売会を行います。

朝 9 時から、夕方 3 時までやるんですが、1000 円以上お買い上げくださった方には、空

くじなしの抽選会がありますので、今日、ここにお越しになってる皆さまも、もし時間が

ありましたら、ぜひお立ち寄り来ていただきたいと思います。こういうことが 6 次産業化

に繋がってるのかなあというのが、後からついてきたというのが正直なところです。どう

しても私の立場の店長とか館長とか言われる方々、究極の中間管理職なんですね。会員さ

んにいろいろ言われて、お客様にも言われて、ましてや従業員の皆さんにも言われて。非

常にやりづらい立場で長続きしない方が非常に多いです。私は、面の皮が厚いもんですか

ら、なんとか 9 年続いております。こういった悩みをお互いに相談したり、あとは防犯で

すね、どうしても万引きとかそういう方々もいらっしゃるので、そういう情報を共有する
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ことで、お互いの防犯とかいろいろなそういう情報交換ができるということで役に立って

おります。（プロジェクター）これはくすくす館の映像ですね。一番左の奥に見える赤い点

灯が焼き鳥の店頭販売です。手前は刃物研ぎの店頭販売なんですが、店頭販売のブースを

設けて、店頭販売出店料はいただくんですけれども、頑張れば頑張ったほど、店頭販売の

方々も人気が上がるということで、いろいろな方が入れ替わり立ち替わり店頭販売には来

てくださっています。今、見えている焼き鳥と刃物研ぎのほかに、クレープ、それからラ

ーメン、干物屋さん、それからアジアの雑貨のお店屋さん。あと、今、お話がきているの

は焼きそばの富士宮焼きそばの店頭販売の方が、させて欲しいということで話がきており

ます。（プロジェクター）これは店内ですね。今、青いスタッフジャンパーを着ているお姉

様方がうちの販売の皆さんです。販売さんが減ることなく、オープンの当初からの販売員

さんが今も残っております。私と一緒に 9 年目を迎えるスタッフが多い店内ですね。（プ

ロジェクター）これは、バスツアーの様子です。これは横川の「よいやんせ」さんに寄っ

たときの様子ですね。（プロジェクター）これが先ほどお話したババロアの写真です。いち

ごのババロアが中心に写っていますが、隣が玄米ババロアですね。このいちごのババロア

から始まりまして、今、二十数種類あります。季節のお野菜とか果物とかでどんどん変わ

っていくという形になっております。（プロジェクター）これは合同販売会の様子です。国

分のじょうもん市場さんに来れば、わざわざ回らなくても、姶良地域の直売所の商品が一

同揃いますので、1 回で買えるということになりますので、ぜひご利用していただきたい

と思います。（プロジェクター）有機野菜のコーナーですね。100 円コーナーとなっており

ますけど、本来は有機野菜の皆さん、だいたいちょっとお値段が普通の野菜より高いのが

現状だと思うんですが、うちのお店のなかでは、有機野菜の農家の方々が普通の野菜と同

じ値段でいいよということで、ほとんどのものが 100 円で販売をしております。（プロジ

ェクター）これはにんじんですね。先ほどお話しましたけど、不揃いのものあります。で

も、切って食べるから関係ないんですよね。丸のみするわけじゃないので。（プロジェクタ

ー）これ料理教室の様子ですね。一応、野菜ソムリエっていうことで、恰好だけは一丁前

の恰好をして、それらしきことを話をすると皆さん聞いてくださいます。この恰好で説明

をすると、非常に皆さん、うなずきの度合いが深いということになっております。（プロジ

ェクター） 

こんな感じで、今、やらなきゃいけないことを、必要に迫られてやってますが、これが、

皆さんのところで使えることなのか使えないことなのか、いろいろあると思うんですけれ
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ども。こういった形で頑張っていけば、いろんな方が手を差し伸べてくださいます。実は

霧島食育研究会の千葉さんにも非常にご援助いただいております。県の方、市の方、グリ

ーン・ツーリズム協議会の皆さんにも手助けをいただいています。なんとかここまでつな

いでいるので、これからも皆さまに甘えながら、力をいただきながらやっていきたいと思

います。 

 



 
 

さつま町、出水市、薩摩川内市、伊佐市の料理大好きなお母さんが中心となり、県内各

地から地域ならではの郷土料理が大集合。九州各地から４００名を超える参加者があり、

大変盛り上がりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 
・楽しかったです。おいしかったです。ありがとうございました。 

・地元の料理を色々食べれて良かった。 

・どれを食べてもとっても、全部おいしかったです。私好みの味でした。特につけもの、つくだに。 

・各地区からの特産品で作られた料理がおいしかったです。 

・地元の食材を工夫をこらして、味付けも良かったです。 

・メニューの用紙をそえていただいていると、参考になると思いました。 

・楽しかった。ちょっと足らんかった！ 

・質は良かった。充分腹を満たすことができなかった。 

・バリエーションは多いが、量が少ない。 

・食物の量が全然足りないです。お菓子スフレがまわらなかったです。各テーブルにあった方がいいです。 

・音響が良くない。聞きとれない。ＢＧ施設では無理ないけど。抽選は良かったと思います。スタッフの皆さんに心から感謝します。ありが 

とうございました。 

・量が少ない！品数は本当大変だったと思いますが、皆さん、足りないと言っておられました。 

・食事を前にして、提供グループの紹介の時間が長すぎて、良くわからなかった。 

・食事を前に料理の紹介はいらない。カンパイの前の挨拶聞きたくない。もう少し勉強してほしい。関係者が食べて、食費を払っている人 

に食べ物はない。こんなことで良いのでしょうか。 

・人数に対して量が少ないのでは。一度料理を取りに行って、次には無くなっていました。残念！！ 

・抽選会よりも交流。（長すぎです！！）当選番号は貼り出しで良かった。 

・マイクの音が聞きとりにくかった。いろいろな人と話せてよかった。 

・野山の草木をディスプレイされていて、季節感、土地感があってよい。 

鹿児島流グリーン・ツーリズムに学ぶ 大   交   流   会 

 

 

 



 

 

昔から竹と共存してきたさつま町で、１１月の竹の子掘りを行う。 

この時期に収穫するためには、日ごろから、竹林の入念な手入れが必要とされる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 
・１１月の竹ノコ堀りは初めてであり、地中での状態（横に伸びる）を聞き、参考になりました。 

・竹の子料理をこの時期に食べられる（収穫）のは珍しいと思うので印象に残った。 

・お弁当が、温かい吸い物と竹の子ごはん最高においしかった。お昼も付いて２０００円だったら満足できる金額だと思います。安いく 

らいかも。 

・結構人数がいたので、どういうやり方になるのかな？と思っていましたが、それぞれ全員が体験できていた様なので、説明も時間も調度 

良かったと思う。しかし、その場で、新鮮な採りたてを味わえる食べ方で食べられたら良い。 

・最後の場所で解散となる場合、お土産品を持ってきて販売するのも OK かと思いますよ。特に団体さんの場合は土産売りは必要です。 
・たけの子の現物を１人１本はほしいですね。 

・体験で最初から班をきめて（人数）、その班で行動した方がいいのでは？ 

 

事務局の感想 
・参加者が多く（４９名）、積極的な人とそうでない人見受けられた。スタッフは６人と十分だったので、あらかじめ班分けして、スタッフを割 

り当て全員に目が行き届く仕組みがあってもよかったかもしれない。 

・この日は雤天のため、体験が少し早目に終わったので微妙な空き時間ができた。こんな時は近隣の名所訪問など準備しておくと時間 

調整になると思いました。 

 

北薩摩まるごと体験塾〔さつま町〕 日本一早い！竹の子掘りに挑戦！ 

 

 



 
 
 

ほとんど地元でしか流通していない上場高原牛乳を使い、乳製品を３種類作る。 

標高約５００m にある体験所で一味違った鹿児島を満喫。 

 
参加者の声 
・アイスクリームやピザは、自分で作って食べるということで楽しくいただきました。自家製のピザ窯もよかった。 

・アイスクリーム、カッテージチーズ、ピザと盛りだくさんで、体験してよかったです。カッテージチーズがあんなに簡単にできるとは・・・。農 

家さんちの牛乳でできるところが素晴らしい。若い人（女の人）がたくさんいてびっくり！！頑張ってますね。 

・チーズやアイスクリーム作りは他の場所にあまりない体験なので、上場高原という特性にあって、すごく良かったと思います。 

・同じ材料でも、味が異なるアイスクリーム作りは楽しかった。ピザの生地は、もう少し減らした方が良い。残す人が多かった。 

・限られた時間の中で、３つの体験はポイントが絞られててよかった。 

・３つのメニューでは材料費がかかるので、２０００円では難しいと思う。３０００円でも良い。 

・宿泊先から遠い。移動距離が長いので、時間がもったいない。 

・ＧＴの推進を通じて、地域の営み、食文化などが伝承されている。 

 

事務局の感想 
・参加者の満足度も高く、プレミアム感も高い体験プログラム。あえて言うと、せっかくの交流機会なのでインストラクターも昼食を一緒に 

できればより良かった。 

 

北薩摩まるごと体験塾〔出水市〕 上場高原牛乳でアイスクリーム・チーズ・ピザ作り 



 

 

山間のロッジ風体験所でのこんにゃくづくり。当日は雨が予想され、体験所の横にテントを

張るなどして雨天対策は万全でした。 
 

 

参加者の声 
・初めてコンニャク作りをし、出来たてを食して、本当の素材の味を楽しむことができた。 

・レシピ（造り方）が丁寧でわかり安かった。 

・あまりキッチリしたスケジュールや進行が苦痛に感じる方、そうでないといやな方がいますが、ここはほど良いと思いました 

・味付けもよくおいしかった。コンニャク作りはめずらしい事でした。 

・この体験料で良いのかと思う程、量と味におどろきました。おいしかったという事。 

・コンニャク作りも芋も自分で少し植えてみたらよいと思う。 

・昼食でコンニャクはつくって食べましたが、鍋ではなくて炊きこみご飯（とり飯）などの組み合わせもいいのではないでしょうか？ 

・もし可能であれば、衛生面の強化をしたほうがよいと思います。食中毒はとてもこわいし、何もできなくなりますから。 

 

事務局の感想 
・特になし。体験前のオリエンテーションでの班分け、スケジュール説明もわかりやすくスムースに流れていた。また、レシピを写真付きで 

用意しており、班ごとで作業しても滞ることもなく、家でも使えると喜ばれていた。 

・こんにゃくを茹でる４０～５０分の待ち時間には、インストラクターの本業である蜂針療法を参加者に施し、手持無沙汰にならず充実した 

時間を過ごした。 

北薩摩まるごと体験塾〔出水市〕 手作り体験所で健康こんにゃくづくり 



 

 

薩摩の郷土料理の代表格でもある「地鶏料理」と「つけあげ」。 

会場入り口には歓迎ムードを盛り上げるため、人形やクスダマを配置しました。 

 

参加者の声 
・地域によって、煮物の作り方が異なることがわかり、とてもおもしろかったです。 

・鹿児島の味付けは甘いなあと思いました。それが郷土の味ですよネ！地域性を感じました。 

・「地鶏ちゅざら」は初めて頂きました。味がしっかりと染み込んでとても美味しかったです。 

・少し甘いと思ったが最後はとてもいい味になっておいしくいただきました。揚げ物とっても良かった！ 

・時間的にちょっと余裕がありましたので、おやつ系も一品作ってもよかったかなあーと思いました。 

・食べる所が少しせまかったです。揚げ物の油を切るのにペーパーがある所とない所があり、それが少し気になりました。 

・１テーブルに人数が多すぎたのでやりにくかった。 

・定員５０名（参加者４９名）となっていたが、会場のキャパシティーを考慮すると３０名程度が適切であったと思う。まあ希望者と定員が良

くマッチングした結果ですので、その面では良かったですね。このようなプログラムは是非今後も続けて下さい。 

・時間の区切り区切りを、もう少し早く進行する様に計画したほうが良い。 

 

事務局の感想 
・参加人数に対して調理場や食事するスペースが狭かった。今後はゆとりある空間を考慮することが大事。 

・リーダーが誰なのかを明確にする 

 

北薩摩まるごと体験塾〔薩摩川内市〕 薩摩の食「地鶏ちゅざら」と「つけあげ」づくり 



 

 

広大な伊佐盆地の田んぼで、手刈りで稲刈りをし、昔ながらの脱穀機を使い、「伊佐米」

を収穫。羽釜でごはんを炊き、おにぎりを握る。それだけで幸せ一杯です。 
 

 

参加者の声 
・まずお米が美味しい！かまど炊きはもっと美味しい！具だくさんの味噌汁も美味しい！ 

・釜で炊いたごはんのたきたて！ホクホクして、とても美味しかった。あの"おこげ"がなんとも言えない。みんなで握ったおむすび、とても 

良かった。 

・どこでもある「稲刈り」ですが、改めて手刈りというのは新鮮でした。また、縄づくり（？）は地域の方々にとっては当り前のことのようです 

が、私たちにとっては初体験ということで、とても面白かったです。お米がとてもおいしかったです。 

・手刈りの気持ち良さ、素足で触れる田んぼの泥の感触、おいしいお米の味・・・という、シンプルな感覚を刺激してもらえました。ありがと 

うございました！ 

・当日は天気もよくなりましたが、前日の雤で少しぬかるみ、雤靴の用意があればよかったです。交通の便によっては、事前準備がしに 

くく、あれば助かりました。 

・稲かりなど初めて経験される方が多いと思いますので、まず初めに、どうすればいいかの説明などを行った方がいいかなと思います。 

 

事務局の感想 
・全体的に完成度が高く、運営側の工夫と配慮を感じた。 

あえて言うと、はじめに全体スケジュールの説明や作業工程をきちんと伝えたほうが良い。 

・昼食を準備したお母さん３名の紹介やレシピ説明があると、より交流が深まったと思う。 

北薩摩まるごと体験塾〔伊佐市〕 手刈りで伊佐米収穫 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

※男女不明４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

シンポジウム 
大交流会 農家民宿 体験塾 

５１２ ４１４ １６６ １５６ 

参加者総数 

５３２ 

男 女 

２９８ ２３０ 

さつま町 出水市 薩摩川内市 伊佐市 合計 

６０ ４４ ２４ ３８ １６６ 

さつま町 
出水市 

上場高原 

出水市 

子宝岩 
薩摩川内市 伊佐市 合計 

４９ ２０ １９ ４７ ２１ １５６ 

メール ＦＡＸ 電話 対面 当日参加 合計 

２０２ ２１９ ４４ ５４ １３ ５３２ 

鹿児島 宮崎 熊本 長崎 大分 佐賀 福岡 他 不明 合計 

３２９ １６ ４２ ４１ ６３ ３１ ７ １ ２ ５３２ 

Ａ 

全て参加 

Ｂ 

宿泊あり 

体験なし 

Ｃ 

宿泊なし 

体験あり 

Ｄ 

シンポ参加 

交流会参加 

Ｅ 

シンポの

み参加 

Ｆ 

体験のみ 

参加 

Ｇ 

交流会参加 

宿泊・体験あり 

Ｈ 

宿泊・体験

のみ参加 

Ｉ 

交流会の

み参加 

合計 

１２５ ３６ ２５ ２１２ １１４ １ ２ ３ １４ ５３２ 

九州グリーン・ツーリズムシンポジウム 2011 in 鹿児島 デ ー タ 

参加者数 

申込み方法 

県別申込み 

希望コース 

農家民宿泊 

体験塾参加 



 


